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　去る２月１１日（日）、高校生との意見交換会を開催し
ました。
　高山市議会では、市民の皆様方の多様な意見を
把握し、市政への政策提言等に反映させるため、地
域別や分野別で市民意見交換会を開催しています。
　今回は、これからの高山を担う高校生の皆さんの
率直な思いや声を伺うこと、また、議会を身近に感じて
もらえるよう、飛騨高山高校、高山西高校、斐太高校、
高山工業高校のご協力をいただき開催しました。
　今回の増刊号ではその様子をお伝えします。

◆飛騨高山高校岡本キャンパス
何が民主主義を機能させるのか
　～若者の政治への関心と課題～

◆飛騨高山高校山田キャンパス
全国和牛能力共進会に向けて

◆高山西高校
飛騨の医療状況

◆斐太高校
高山の夜の観光の活性化
—美

み や び

夜斐—

◆高山工業高校
高山市とインフラストラクチャー

　意見発表テーマ

第3回 高校生との意見交換については、下記にてご覧いただくことができます。
●市ホームページ　市議会（トップページ） → 議会中継 → 高校生との意見交換会
●ＣＡＴＶ（ヒットネットＴＶ）　2月19日㈪～25日㈰  ①8:30～　②18:00～　③22:00～
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お詫びと
訂正

テーマ 市民からの主なご意見

ご
み
焼
却
場

 ●ごみ焼却場問題を丁寧に説明してほしい。
 ● 市の計画は緊張感がない。炉はだましだまし使っ

ているというが市の考えは甘い。国の基準を守っ
ているだけではだめで市民の方を向いていない。

 ●ここしかない等のやり方だった。開かれた検討委
員会を設けて、その上で「ここしかない」という進
め方になると思う。

テーマ 市民からの主なご意見

ご
み
焼
却
場

 ● 地域の賃金体系も低く、若い人の職場がない。こう
した環境を整えないと高山へ帰って来られない。

 ● 市として企業や大学誘致に取り組まないと、このま
までは田舎の方には住民がいなくなる。

 ●ＵＩＪターンの支援制度があるが、支所地域の通勤
者や定住希望者には使いづらい制度となってい
る。補助金の在り方を検討してほしい。

　平成３０年２月１日発行の
ぎかいだより第３０号の１５
頁、地域別市民意見交換会
において、掲載記事の誤り
がございました。
　お詫びしますとともに、右
記のとおり訂正させていた
だきます。

【
正
】

【
誤
】


